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復興観光キャラバン隊で誘客!!
海水浴シーズンを迎えるにあたり、キャラバン隊を結成し、
「元気に再

さい

海
かい

大洗」をキャッチコピーとして観光客の呼び
込み作戦を展開。

　

夏
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、
Ｐ
Ｒ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
を
活

用
し
た
復
興
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

を
結
成
し
、６
月
12
日
か
ら
栃
木
、

群
馬
、
埼
玉
、
山
梨
各
県
で
誘
客

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
洗
町
を
は
じ
め
、

観
光
協
会
、漁
協
、水
産
加
工
組
合
、

郷
土
芸
能
団
体
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル

ド
大
洗
、商
船
三
井
フ
ェ
リ
ー（
株
）

な
ど
21
団
体
・
施
設
で
実
行
委
員

会
を
つ
く
り
、
初
め
て
の
取
り
組

み
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

大
洗
町
全
員
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
元
気
に
再
海

大
洗
」
を
大
き
く
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が
、
12

日
の
宇
都
宮
市
を
皮
切
り
に
各
地

で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
。
名
物
の
ハ

マ
グ
リ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
や
特
産
品

が
当
た
る
抽
選
会
、
ア
ク
ア
ワ
ー

ル
ド
大
洗
の
移
動
水
族
館
な
ど
を

実
施
し
、
官
民
一
体
で
夏
の
誘
客

に
全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

テレビ局の取材を受ける小谷
町長（東京都：六本木ヒルズ）

大洗の観光ＰＲに沢山の人が集まりました。（宇都宮市：福田屋百貨店）

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

6
月
12
日　

福
田
屋
百
貨
店

　
　
　
　
　
（
宇
都
宮
市
）

　
　

18
日　

 

け
や
き
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　

前
橋
（
前
橋
市
）

　
　

26
日　

コ
ク
ー
ン
新
都
心

　
　
　
　
　
（
さ
い
た
ま
市
）

　
　

27
日　

大
宮
駅（
さ
い
た
ま
市
）

　
　

28
日　

有
楽
町
駅（
東
京
都
）

　
　

29
日　

六
本
木
ヒ
ル
ズ

　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

７
月
１
日　

 

茨
城
県
人
会
：

　
　
　
　
　

椿
山
荘
（
東
京
都
）

　
　

３
日　

 

八
ヶ
岳
リ
ゾ
ー
ト
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
（
山
梨
県
）
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しらす干しの試食や観光ＰＲ、大抽選
会で盛り上がりました（山梨県）

観光パンフレットを配るポートフレン
ズ大洗（宇都宮市）

ポートフレンズ大洗による観光ＰＲ
（宇都宮市）

祭ばやし大洗による大洗ばやし披露
（宇都宮市）

アクアワールド大洗オリジナル缶バッ
チ作成体験（前橋市）

アクアワールド大洗移動水族館
（宇都宮市）

大洗荒磯太鼓保存会による郷土芸能披露
（前橋市）

ハマグリ汁と釜揚げシラスの無料試食会
（前橋市）

磯囃子会「大洗ばやし披露」の前に挨
拶する町長（さいたま市）

漁協女性部によるハマグリ汁とホッキ
飯の提供（さいたま市）

物産フェアで大洗の「食」をＰＲ
（東京都）

地元の採れたて新鮮野菜でＰＲ
（東京都）
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　東日本大震災により被災された皆様に、心からお見
舞い申し上げます。
　茨城県及び青森県の納税者の方につきましては、平
成23年３月11日から７月29日までの間に到来する
全ての国税の申告・納付等の期限が、

平成23年７月29日（金）　　
 となります。
　申告・納税などの義務がある個人や法人の方で申告・
納付等がまだお済みでない方は、７月29日までに手
続きをお願いします。
　また、７月29日までに申告所得税や個人事業者の
消費税及び地方消費税に係る平成22年分の確定申告
書を提出した方で振替納税をご利用の方の振替納付日
は、平成23年８月31日（水）となります。

「国税に関する申告・納税等の期限」
についてのお知らせ

申告等の手続が困難な方
　東日本大震災による災害等により、７月29日まで
に申告・納付等の手続きが困難な方については、個別
に期限の延長が認められますので、状況が落ち着いた
後、税務署にご相談ください。

申告・納付等の義務のない方
　申告・納付等の義務のない方であっても、震災特例
法により、東日本大震災により住宅や家財などに損害
を受けた個人の納税者の方は、確定申告を行うことに
より所得税の還付を受けることができる場合や、自動
車重量税の還付を受けることができる場合があります
が、この場合は、平成23年７月29日以降にも手続き
をすることができます。

　その他の震災特例法の内容や震災に伴う税務上
の取扱いについては、国税庁ホームページ（www.
nta.go.jp）をご覧いただくか、水戸税務署（☎
231-4211）にご相談ください。

　東日本大震災によりパスポート（旅券）を紛失・焼失された方は、これら旅券が不正使用等される可能性もあ
るため、紛失届の提出をお願いします。
　都道府県旅券事務所では、平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震により自宅が滅失したり損壊
する等してパスポートの紛失届を提出された方が希望する場合、紛失等したパスポートの残存有効期間を限度と
する震災特例旅券を、手数料なしで発行する特例措置を行っています。
　詳しくは、お住まいの市町村の旅券窓口又は茨城県旅券室（電話029-226-5023）におたずねください。

〈震災特例旅券の発給対象となる方〉
１ 　平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震により、居住する住宅等が全壊、流失、半壊、床上浸
水その他これらに準ずる損害を受け、地震発生時に有効であったパスポートを紛失又は消失等した方。（羅災（被
災）証明書等にて確認いたします。）

２ 　都道府県旅券事務所において上記１のパスポートの紛失届を提出するとともに、旅券特例法の施行日（平成
23年６月８日）から平成25年３月31日までの間にパスポートの申請を行った方。

〈必要書類：紛失届と震災特例旅券申請を同時に行う場合〉
①紛失一般旅券等届出書、②一般旅券発給申請書（５年用）、③戸籍謄本又は抄本１通、④写真（45㎜×
35㎜）2葉、⑤住民票の写し１通（住基ネットで確認できる場合は不要）、⑥身元確認書類（運転免許証等）、
⑦羅災（被災）証明書

（注意）
● 震災特例旅券の発行は、旅券特例法により認められたものです。同法の施行前にパスポートを取得され
た場合や申請中の方については、対象となりません。（手数料の還付等はありません）のでご注意ください。

● 紛失等したパスポートが地震発生時点で有効であっても、震災特例旅券の申請時に有効期間満了により
既に失効している場合、新たなパスポート（10年又は５年）の取得には手数料が必要ですのでご注意く
ださい。なお、震災特例旅券の申請時に有効期間が残っていても、渡航先国の求める残存有効期間に満
たない場合、この特例旅券での入国が認められない場合があります。

● 発給される震災特例旅券の有効期間は、紛失等したパスポートの有効期間満了日までの間で、震災特例旅
券の発行日から５年以内の月単位で計算される期間となります。紛失等したパスポートの残存有効期間が
５年以上残っていた方については、１回目の震災特例旅券（５年）の期間満了に当たって２回目の震災特
例旅券を申請できます。ただし、申請の内容等によっては、震災特例旅券の対象とならない場合もあります。

 外務省旅券課
問合せ／住民課　☎267-5111（内線112）

震災特例旅券についてのお知らせ
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「住宅用火災警報器等の設置義務化について」
　平成20年６月１日付で設置してない住宅は、違反住宅です。早急に取り付けましょう。一般住宅のほかに
共同住宅（貸家等）・民宿も該当になります。
　住宅火災で死者の発生した原因の第一位は「逃げ遅れ」です。特に犠牲者の多くが高齢者や子供たちです。
早急に住宅用火災警報器を設置し、家族の安全・安心を図りましょう。
　あなた自身はもちろん、大切な 家族の命 を住宅火災から守るためです。
　また、火災を早期に発見することで、初期消火や通報等の行動が早まり、近隣への延焼被害も軽減します。
■ 火災による死者の８割は住宅火災から発生しています

■ 住宅火災により亡くなった人の５割が「発見の遅れ」によるものです。

平成22年（１月～12月）における全国と大洗管内の火災概要
１ ．全国の総出火件数は、４万6574件、これは、およそ１日あたり128件、11分ごとに１件の火災が発
生したことになります。出火件数の火災種別では建物火災の２万7106件、車両火災5035件、林野火災
1387件、船舶火災85件、航空機火災３件、その他火災１万2958件となっています。大洗管内では、
総出火件数７件、建物火災３件、車両火災３件、その他火災１件となっています。
２ ．全国の火災による総死者数は1734人、建物火災で亡くなった人は1310人でその内住宅
（一般火災・共同住宅及び併用住宅）火災における死者は、1186人で建物火災の死者に占め
る住宅火災の割合は、90.5％と高くなっています。また住宅火災による死者の６割以上が65
歳以上の高齢者で占めています。
　　大洗管内の死者数は０名でした。

住宅防火　いのちを守る ７つのポイント（ ３つの習慣 ・ ４つの対策 ）
３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
　※悪質な訪問による消火器及び住宅用火災警報器等の不適正販売にご注意ください。
 問合せ／消防本部火災警防課火災予防係　☎ 029-266-1119 （内線24）

平成23年度　全国統一防火標語

消したはず 決めつけないで もう一度
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情報クリップ情報クリップ情報クリップ
INFORMATION

大洗町役場

☎267-5111

金
婚
式
（
結
婚　

周
年
）
記

念
表
彰
申
請
の
ご
案
内

対
象
／
町
内
在
住
で
、
昭
和
36
年

１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
間
に
結

婚
し
、
今
年
で
結
婚
50
周
年
を
迎

え
る
金
婚
夫
婦

※
戸
籍
上
の
婚
姻
に
限
り
ま
す
。

申
請
／
役
場
福
祉
課
に
申
請
書
が

備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を

持
参
の
上
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
町
外
に
本
籍
の
あ
る
方
は
婚
姻

年
月
日
の
わ
か
る
戸
籍
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
／
８
月
５
日
（
金
）

問
合
せ
／
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
内
線
１
５
１
）

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

　

茨
城
県
で
は
ひ
き
こ
も
り
対
策

の
総
合
調
整
機
関
と
し
て
「
ひ
き

こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
社
会
福
祉
士
精
神
保
健
福

祉
士
の
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
保
健
・
福

祉
・
医
療
・
教
育
・
労
働
等
の
適

切
な
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
ご
相
談
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
時
間
／
平
日
９
時
〜
16
時

☎
０
２
９
（
２
４
４
）
１ひ
き
こ
も
り
な
い

５
７
１

所
在
地
／
水
戸
市
笠
原
町
９
９
３

の
２
（
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

50

初
心
者
歓
迎
！

大
人
の
運
動
倶
楽
部

　

運
動
不
足
が
気
に
な
り
ま
せ
ん

か
？
快
適
な
体
づ
く
り
を
応
援
し

ま
す
。

　

体
力
や
身
体
機
能
を
低
下
さ
せ

な
い
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
無

理
な
く
身
体
を
使
っ
て
い
く
こ
と

で
す
。
健
康
づ
く
り
や
病
気
の
予

防
・
改
善
の
た
め
に
、
ミ
ド
ル
世

代
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
楽
し
い

運
動
教
室
を
毎
月
1
回（
全
8
回
）

開
催
し
ま
す
。

対
象
者
／
大
洗
町
民
で
主
に
50
・

60
代
の
運
動
制
限
の
な
い
男
女

募
集
人
員
／
20
名
程
度
（
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

日
程
／
８
月
23
日
（
火
）、
９
月

29
日
（
木
）、
10
月
25
日
（
火
）、

11
月
29
日（
火
）、12
月
20
日（
火
）、

１
月
26
日（
木
）、２
月
21
日（
火
）、

３
月
15
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
た
だ
し

11
月
29
日
の
み
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
）

会
場
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階
集

団
検
診
室

内
容
／
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
、
エ
ア

福
祉

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

対
象
／
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
要

介
護
４
・
５
に
相
当
す
る
高
齢
者

を
、
過
去
１
年
間
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族

支
給
金
額
／
10
万
円

申
請
／
役
場
福
祉
課
に
申
請
書
が

備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を

持
参
の
上
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
／
８
月
１
日
（
月
）
〜

８
月
31
日
（
水
）

問
合
せ
／
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
内
線
１
５
５
）

健
康

　

大
洗
町
職
員
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人

員
／
◆
事
務　

５
名
程
度

受
験
資
格
／
昭
和
58
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

※
受
験
資
格
を
満
た
す
人
で

も
、
次
の
ア
か
ら
オ
に
該
当
す

る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ア 

．
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い

人
イ 

．
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保

佐
人（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

ウ 

．
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま

で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

エ 

．
本
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免

職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処

分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し

て
い
な
い
人

オ 

．
日
本
国
憲
法
施
行
日
の
以

後
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法

又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政

府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ

に
加
入
し
た
人

試
験
日
及
び
試
験
場
／
①
第
一

次
試
験
（
統
一
教
養
試
験
）
平

成
23
年
９
月
18
日
（
日
）

会
場
／
茨
城
大
学

② 

第
二
次
試
験
（
口
述
試
験
及

び
身
体
検
査
）　

※
詳
細
は

第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

会
場
／
大
洗
町
役
場

受
験
手
続
／
申
込
用
紙
は
総
務

課
人
事
係
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

申
込
用
紙
請
求
」と
朱
書
き
し
、

返
信
用
封
筒
（
あ
て
先
明
記
、

角
形
２
号
封
筒
に
１
２
０
円
切

手
貼
付
）と
、大
学
卒
、短
大
卒
、

高
校
卒
を
明
記
し
た
任
意
の
用

紙
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
／
平
成
23
年
７
月
29

日
（
金
）
ま
で

申
込
先
・
問
合
せ
／
総
務
課
人

事
係
（
内
線
２
３
１
）

〒
３
１
１
の
１
３
９
２　

大
洗

町
磯
浜
町
６
８
８
１
の
２
７
５

大
洗
町
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

大
洗
町
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

広
報
お
お
あ
ら
い
７
月
号
（
６
頁
）「
大
洗
町
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ
」
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
左
記
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誤　

●
名
程
度　

↓　

正　

５
名
程
度
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国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
な
ど
に
つ
い
て

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
や
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
申
請
免
除
制
度

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
方
は
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
（
又
は

一
部
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

本
人
及
び
配
偶
者
、
世
帯
主
の

前
年
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
が
、
失
業
な
ど
の

理
由
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
所
得
額
に
か
か
わ
ら
ず

免
除
が
承
認
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

◎
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方（
学
生
を
除
く
）

で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所

国
保
・
年
金

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
全
額
に
つ
い

て
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◎
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
に
つ
い
て
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額

が
納
付
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
や
世
帯
主

の
前
年
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承

認
さ
れ
ま
す
。

※
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

通
常
に
納
付
し
た
場
合
と
比
較
し

て
、
将
来
受
給
す
る
年
金
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

◎
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　

免
除
や
納
付
猶
予
さ
れ
た
期
間

の
保
険
料
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

遡
っ
て
納
付
（
追
納
）
で
き
ま
す
。

　

受
給
す
る
年
金
額
を
満
額
に
近

づ
け
る
た
め
、
追
納
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

 

（
内
線
１
５
９
）

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て

◎
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

の
更
新
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
証
（
保
険
証
）
は
、
前
年
度

車
塚
・
姫
塚
古
墳
の
発
掘
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

大
洗
町
で
は
、
歴
史
的
に
重
要

な
古
墳
で
あ
る
、
車
塚
古
墳
と
姫

塚
古
墳
に
つ
い
て
、
そ
の
規
模
や

性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

部
分
的
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

期
間
／
７
月
下
旬
〜
11
月
下
旬

（
予
定
）

場
所
／
車
塚
・
姫
塚
古
墳
周
辺（
磯

浜
町
字
諏
訪
・
諏
訪
脇
周
辺
）

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
内
線
３
５
６
）

の
所
得
に
よ
っ
て
負
担
割
合
が
判

定
さ
れ
る
た
め
、
毎
年
８
月
か
ら

新
し
い
も
の
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
薄
い
青
色

（
大
き
さ
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と

同
じ
）
で
、
７
月
中
に
書
留
郵
便

に
よ
り
郵
送
し
ま
す
。

　

配
達
の
際
に
、
お
留
守
だ
っ
た

な
ど
の
理
由
で
保
険
証
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
役
場　

国
保
・
年
金
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
に
未
納
と

な
っ
て
い
る
分
が
あ
る
と
、
有
効

期
限
の
短
い「
短
期
被
保
険
者
証
」

に
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
『
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』

に
つ
い
て

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

方
に
は
、『
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
』（『
減
額
認
定
証
』）
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
『
減
額
認
定
証
』
は
、
医

療
機
関
に
入
院
す
る
際
に
保
険
証

と
一
緒
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
費
の
自
己
負
担
額
と
入
院
時
食

事
療
養
費
の
標
準
負
担
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
保
険
証
と
と
も
に
毎

年
８
月
か
ら
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
『
減
額
認
定
証
』
を
お
持

ち
の
方
で
、
８
月
以
降
も
引
き
続

き
該
当
に
な
る
方
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
保
険
証
と
一
緒
に
郵
送
し

ま
す
。

　

新
規
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
交
付
に
際
し
て
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
通
知
に
よ
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
保
険
料
の
納
め
方
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
の
納
め
方
は
、
次
の
二
と
お
り

が
あ
り
ま
す
。

・ 

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
に
よ
る
納
付
）

・ 

普
通
徴
収
（
納
入
通
知
書
も
し

く
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
）

　

普
通
徴
収
に
該
当
し
、
納
入
通

知
書
（
納
付
書
）
で
納
め
て
い
た

だ
く
方
に
つ
い
て
は
、
７
月
中
に

平
成
23
年
度
分
の
納
付
書
を
郵
送

い
た
し
ま
す
の
で
、
裏
面
に
記
載

さ
れ
た
納
入
場
所
で
納
期
限
内
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
や
口
座
振
替
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
く
方
に
は
、
納

付
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

後
日
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

 

（
内
線
１
５
７
）

く
ら
し
等

ロ
ビ
ク
ス
な
ど

参
加
費
用
／
セ
ラ
バ
ン
ド
購
入
費

用
２
，
５
０
０
円
程
度
＋
保
険
代

申
込
期
限
／
８
月
10
日
（
水
）

申
込
み
／
健
康
増
進
課

　

☎
（
２
６
６
）
１
０
１
０



2011. ７.13　広報おおあらい　（8）2011. ７.13　広報おおあらい　（8）

歴
史
資
料
の
救
済
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
の
震
災
で
損
壊
し
た

旧
家
の
家
屋
、
土
蔵
等
の
解
体
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

解
体
に
伴
っ
て
、
貴
重
な
古
文

書
や
古
記
録
、
寺
社
の
燈
籠
・
石

碑
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
廃
棄
・
散

逸
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
場
合
に
は
生
涯
学
習
課
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。
国
の
文
化
財

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
専
門
職
員

や
町
の
職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す

の
で
、
処
分
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
内
線
３
５
６
）

福
島
原
発
事
故
に
伴
う
農
作

物
賠
償
請
求
窓
口
を
開
設
し

ま
し
た

　

こ
の
度
の
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
出
荷

制
限
や
風
評
被
害
に
つ
い
て
、
茨

城
県
で
は
県
域
を
一
括
し
て
交

渉
・
請
求
す
る
た
め
に
Ｊ
Ａ
系
統

組
織
と
連
携
し
「
東
京
電
力
原
発

事
故
農
畜
産
物
損
害
賠
償
対
策
茨

城
県
協
議
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
大
洗
町
で
も

「
大
洗
町
福
島
原
発
事
故
農
畜
産

東
京
電
力(

株)

か
ら
在
宅

で
人
工
呼
吸
器
等
を
使
用
さ

れ
る
方
へ

　

当
社
設
備
に
大
き
な
被
害
を
受

け
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
供
給
力

の
復
旧
・
確
保
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
節

電
へ
の
ご
協
力
が
大
き
な
力
と
な

り
、
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
改

善
を
見
せ
て
お
り
、
４
月
８
日
に

計
画
停
電
を
「
原
則
不
実
施
」
と

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
突
発
的
な
気

象
の
変
化
等
に
よ
り
電
力
供
給
が

急
増
す
る
可
能
性
、
あ
る
い
は
、

復
旧
す
る
発
電
所
を
は
じ
め
と
し

た
設
備
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
万
が
一
、
電

力
の
需
要
逼
迫
が
予
想
さ
れ
る
場

物
損
害
賠
償
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
、
町
内
農
家(

農
協
出
荷
者

以
外)

の
損
害
賠
償
請
求
の
取
り

ま
と
め
窓
口
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。

　

農
協
以
外
へ
の
農
畜
産
物
出
荷

者
で
原
発
事
故
に
起
因
す
る
被
害

を
受
け
た
方
は
証
拠
書
類
を
持
参

の
う
え
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
／
農
林
水
産
課　

農
政
振
興
係
（
内
線
３
４
２
）

合
に
は
、
予
め
お
知
ら
せ
し
た
う

え
で
、
や
む
を
得
ず
計
画
停
電
を

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
状
況

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
き
ま
し

て
、
万
が
一
の
停
電
に
備
え
て
、

バ
ッ
テ
リ
ー
等
の
準
備
に
よ
る

「
自
衛
措
置
の
設
置
」
に
つ
い
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
小
型
発
電
機
の
貸
出
し
等

の
対
応
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
何
卒
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
茨
城
カ
ス
タ
マ
ー
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
（
９
９
５
）

３
３
２　

※
耳
や
言
葉
が
不
自
由
な
お
客
様

専
用 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
２
０
（
１
２
）

８
５
８
９

　町では、被災地域の高速道路無料開放に伴い、
平成23年３月11日の東日本大震災で建物等に
被害を受けなかった方でも、「断水・停電等」の
事由により被災証明書の申請を受け付けます。

１．被災証明書とは
　「被災証明書」は、地震で被害を受けた事実を
証明するもので、「り災証明書」は災害によって
建物や設備、機器などに被害が生じた場合、その
旨を証明するものです。
　※既にり災証明書をお持ちの方は、そのり災証
明書が高速道路の料金無料化に利用出来ますの
で、新たに被災証明書を取る必要はありません。

また、り災者の住所と同一の家族も、そのり災証
明書が利用出来ます。

２．申請に必要なもの
　　　・申請書（役場に備え付けてあります）
　　　・窓口に来られる方の身分証明書
　　　（運転免許証、健康保険証等）
　　　・印鑑
３．申請場所
　　　・大洗町役場税務課
４．高速道路の利用方法に関する問合せ先
　　ＮＥＸＣＯ東日本　お客様センター
　　☎0570-024-024（ナビダイヤル）（24時間）
　　又は☎03-5338-7524

問合せ／税務課（内線143・146・147)

被災地域の高速道路無料開放に伴う
 『被災証明書』の交付申請について
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「
親
子
、
海
ふ
れ
あ
い
事
業
」

町
営
駐
車
場
無
料
券
の
配
布

　

大
洗
町
に
住
民
票
の
あ
る
中
学

生
以
下
（
５
歳
児
以
上
）
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
に
、
町
営
駐
車
場

の
無
料
券
を
配
布
し
ま
す
。

配
布
枚
数
／
実
世
帯
に
２
枚
（
年

長
の
子
に
配
布
）

対
象
駐
車
場
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

駐
車
場

使
用
期
間
／
７
月
16
日
（
土
）
〜

８
月
21
日
（
日
）

配
布
方
法
／
①
町
内
の
各
幼
稚

園
・
保
育
所
（
園
）・
小
中
学
校

は
各
所
（
園
）、
各
小
中
学
校
で

配
布
②
町
外
の
、
各
所
（
園
）、

各
小
中
学
校
に
在
所
（
園
）
通
学

し
て
い
る
世
帯
は
商
工
観
光
課
③

そ
の
他
の
方
（
在
宅
保
育
等
）
は

商
工
観
光
課

＊
②
③
の
世
帯
の
方
は
、
商
工
観

光
課
で
受
付
配
布
し
ま
す
の
で
、

住
所
の
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
商
工
観
光
課

（
３
３
１
）

問
合
せ
／
（
一
社
）
大
洗
観
光
協
会

☎
（
２
６
６
）
０
７
８
８

商
工
観
光
課
（
内
線
３
３
３
）

親
と
子
ど
も
の
相
談
室

　
『
す
く
す
く
な
ぎ
さ
』
に
適
応

指
導
教
室
「
ゆ
う
ゆ
う
な
ぎ
さ
」

を
開
設
し
ま
し
た

相
談
日
／
毎
週
月
曜
〜
金
曜（
土
・

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み

で
す
。）
※
相
談
無
料

時
間
／
９
時
〜
17
時

場
所
／
大
洗
町
漁
村
セ
ン
タ
ー　

１
階
（
中
央
公
民
館
内
）

※
臨
床
心
理
士
・
指
導
員
・
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

守
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
／
大
洗
町
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
６
７
）
５
１
１
１

（
内
線
３
９
０
）

夏
期
有
料
駐
車
場
の
開
設

有
料
期
間
／
７
月
16
日
（
土
）

〜
８
月
21
日
（
日
）

●駐車料金
区　分 サンビーチ

大 型 車 3,000円

中 型 車 1,300円

普 通 車 1,000円

二 輪・ 原 付 　400円

〈公立幼稚園支給額（年額）〉

問合せ／学校教育課（内線358）

幼稚園就園奨励費補助金の支給について幼稚園就園奨励費補助金の支給について
　大洗町では、お子さんを公立・私立幼稚園に就園させている保護者に対し、経済的負担を軽減する
ために、世帯の町民税の所得割額に応じて保育料の援助を行っております。

〈私立幼稚園支給額（年額）〉

区　　分

１人就園の場合及
び同一世帯から２
人以上就園してい
る場合の最年長者
（第１子）

同一世帯から２
人以上就園して
いる場合の次年
長者
（第２子）

同一世帯から３
人以上就園して
いる場合の左以
外の園児
（第３子以降）

小学校１～３年生の
兄・姉を１人有して
おり、就園している
場合の最年長者
（第２子）

小学校１～３年生の
兄・姉を１人有して
おり、就園している
場合の左以外の園児
（第３子以降）

生活保護世帯
20,000 円 50,000 円 79,000 円 35,000 円 79,000 円町民税非課税世帯

町民税所得割非課税世帯

区　　分

補
助
対
象
経
費

補助限度額（年額）
１人就園の場合及
び同一世帯から２
人以上就園してい
る場合の最年長者
（第１子）

同一世帯から２
人以上就園して
いる場合の次年
長者
（第２子）

同一世帯から３
人以上就園して
いる場合の左以
外の園児
（第３子以降）

小学校１～３年生の
兄・姉を１人有して
おり、就園している
場合の最年長者
（第２子）

小学校１～３年生の
兄・姉を１人有して
おり、就園している
場合の左以外の園児
（第３子以降）

１ 生活保護法の規定によ
る保護を受けている世帯

入
園
料
、
保
育
料
の
合
計
額

223,000 円 264,000 円 303,000 円 244,000 円 303,000 円

２

当該年度に納付す
べき町民税が非課
税となる世帯 193,200 円 249,000 円 303,000 円 222,000 円 303,000 円当該年度に納付すべ
き町民税の所得割が
非課税となる世帯

３
当該年度に納付す
べき町民税の所得
割課税額が34,500
円以下の世帯

109,200 円 207,000 円 303,000 円 159,000 円 303,000 円

４
当該年度に納付すべ
き町民税の所得割
課税額が 183,000
円以下の世帯

 46,800 円 175,000 円 303,000 円 111,000 円 303,000 円
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環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧

　

水
戸
市
が
計
画
し
て
い
る
新
ご

み
処
理
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
茨
城
県
環
境
影
響
評
価
条
例

の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
影
響
評

価
方
法
書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
方
法
書
に
つ
い
て
環
境
保

全
の
見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
方

は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

方
法
書
の
名
称
／
水
戸
市
新
ご
み

処
理
施
設
整
備
事
業
に
係
る
環
境

影
響
評
価
方
法
書

期
日
／
７
月
25
日
（
月
）
〜
８
月

24
日
（
水
）（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

８
時
30
分
か
ら
17
時

場
所
／
大
洗
町
生
活
環
境
課
、
水

戸
市
ご
み
対
策
課
、
茨
城
県
行
政

情
報
セ
ン
タ
ー

意
見
書
の
提
出
・
問
合
せ
／
７
月

25
日
（
月
）
〜
９
月
７
日
（
水
）

（
必
着
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
水
戸
市
役
所
ご
み
対
策

課
（
〒
３
１
０
―
８
６
１
０
、

水
戸
市
中
央
１
―
４
―
１
、
☎

（
２
３
２
）
９
１
１
４
）

※
意
見
書
の
様
式
は
縦
覧
場
所
に

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談

相
談
日
／
８
月
５
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時　

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

中
央
公
民
館
図
書
室 

休
室
日
／
毎
週
月
曜
日 

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜
16
時
30
分 

新
着
本
／
「
こ
ど
も
武
士
道 

今

日
か
ら
実
践
の
巻
」
高
橋
和
の

助
・
大
垣
友
紀
惠 

著
、「
わ
れ
に

や
さ
し
き
人
多
か
り
き
―
わ
た
し

の
文
学
人
生
」田
辺
聖
子 

著
、「
特

別
報
道
写
真
集 

東
日
本
大
震
災 

2
0
1
1
.3
.1
1

―
１
カ
月
の
全
記

録
―
」
茨
城
新
聞
社 

編 

今　月　の

納　

期

国民健康保険税（第１期）
介護保険料（第１期）
長寿（後期高齢）
医療保険料（第１期）
固定資産税（第２期）

納期は８月１日(月)
までです。

町の人口と世帯
（５月末現在）

人　口 18、054人 （－18）

　男　　　8、881人 （－12）

　女　　　9、173人 （－ 6）

世帯数 6、９９１世帯　

 （前月比較）

役場窓口時間延長のお知らせ
＜７月下旬～８月中旬＞

　次の日程で住民課・税務課・会計課
の業務時間を午後６時 30分まで延
長しています。どうぞご利用下さい。

◆7月20日（水）　◆7月27日（水）
◆8月　3日（水）　◆8月10日（水）

「がんばろう！水戸　第51回　水戸黄門まつり」（水戸市）
花火大会 
日　時／８月５日（金）19：30～
　　　　※雨天時は12日（金）に延期します。
会　場／千波湖
水戸黄門パレード・山車フェスティバル等
期　日／８月６日（土）、７日（日）
会　場／上市（水戸中央郵便局前～大工町交差点間）
　　　　下市（本町１丁目～本町３丁目間）、水戸芸術館広場等
問合せ／水戸黄門まつり実行委員会（水戸観光協会内）
　　　　☎224-0441

「ひたちなか市夏のイベント」（ひたちなか市）
阿字ヶ浦・平磯海水浴場海開き
期　間／７月中旬～1ヶ月間
姥の懐マリンプール開設
期　間／７月中旬～1ヶ月間
TEENS ROCK in HITACHINAKA 2011
期　日／７月23日（土）
場　所／国営ひたち海浜公園水のステージ
ROCK IN JAPAN FES.2011
期　間／８月５日（金）～８月７日（日）
場　所／国営ひたち海浜公園
第17回ひたちなか祭り・花火大会
会　期／８月20日（土）
場　所／ＪＲ勝田駅東口周辺市街区域
問合せ／ひたちなか市 観光振興課　☎273-0111

「第33回東海まつり」（東海村）
東海まつり（イベント）
期　日／８月６日（土）※雨天時等は８月７日（日）に順延。
会　場／ＪＲ東海駅東大通り
問合せ／東海まつり実行委員会事務局　☎283-2141

と な り の ま ち か らと な り の ま ち か ら
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平成 23 年度　第８回通常総会を開催いたしました。平成 23 年度　第８回通常総会を開催いたしました。

7/16　復興イベント　みんなでつくる海のまち　～ワールドカフェ in 大洗～ 
　　　  サーフィン教室・ボディボード教室を開催
　　　  震災時や復興に関するアイデアを皆さんで話し合い、共有を図る
　　　  ワールドカフェへの参加もお待ちしております。
「各種団体教室」　日にち応相談　　会員・ボランティアスタッフ募集中
問合せ　　ＮＰＯ法人大洗海の大学　ＴＥＬ029-266-3322　ＦＡＸ029-267-5417
　　　　　　Ｅ -mail　umi@anco-oarai.org 　ＵＲＬ　http://anco-oarai.org

７月・８月の開催案内

　６月５日（日）大洗海の大学にて、第８回通常総会が開催

されました。

　平成 22年度の大洗海の大学は、大洗の明るい未来のために、

大洗の魅力作りを念頭に、子ども達に夢を与える事業を展開

して参りました。そうした中、事業報告では、大洗町体験活

動交流センターと大洗サンビーチキャンプ場を活かした事業

としてアウトドア祭りなどを報告。また、海大好きまつりに

おいて作成した貝殻ツリーを「シェルコレ 2011」ミュージア

ムパーク茨城県自然博物館様へ展示させて頂いたことなどを

連携事業として報告致しました。

　大洗町も３月 11日の東北地方太平洋沖地震の影響で大きな被害を受け、人々の心も傷つきました。この

ような被害を受け、平成 23年度の大洗海の大学事業計画としては、復興のための調査、活動、そしてより

良い海辺の環境づくりを目指し、皆さまのご協力ご支援のもと、多くの方々が賛同でき、参加して頂ける

事業を展開していきたいと考えております。今後とも大洗海の大学を、何卒よろしくお願い申し上げます。

　＝がんばっぺ大洗！＝

夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ

〈７月の行事予定〉

スポーツ広場（無料）
　22日（金）　19時～ 21時　一中体育館
ゴルフ教室
　７月 20、27日（毎週水曜日）
　大洗マリンゴルフ
　会　員　2、000円
　非会員　3、000円（保険代含む）

夢town大洗スポーツクラブ事務局

大洗町成田町1626  TEL・FAX　267-1515

受付時間　火曜日から土曜日　８：30～17：00

○第 21回大洗町民ゴルフ大会
　６月 13日（月）に太平洋アソシエイツ
大洗シャーウッドコースにて第 21回大洗
町民ゴルフ大会を開催しました。

左より、相田芳夫さん（３位）、小谷町長、大貫茂男さん（優勝）
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想随 想随

　

大
洗
町
長　

小
谷
隆
亮　

「
愛
郷
心
」
と
「
希
望
は
」
は
復
興
へ
の
大
き
な
力
に

　

震
災
の
影
響
で
東
京―

苫
小
牧
間
で
代
替
え
運
行

し
て
い
た
「
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
が
６

月
６
日
に
運
航
を
開
始
。
ま
た
長
期
休
業
し
て
い

た
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
７
月
16
日
に
営
業
を
再
開
し
ま

す
。
し
か
し
、
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

総
合
運
動
公
園
体
育
館
、
マ
リ
ー
ナ
等
、
ま
だ
ま
だ

復
旧
に
時
間
が
か
か
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
一
日
も

早
く
元
の
姿
に
戻
す
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
震
災
を
通
じ
て
強
く
感
じ
た
こ
と

は
、
町
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
復
旧
活
動
。
さ
ら
に
、
全
国
各
地
の
企
業
、
商
店
、

各
種
団
体
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
、
自
治
体
や
関
係
者

の
皆
さ
ま
か
ら
の
心
温
ま
る
義
援
金
や
支
援
物
資
等

が
寄
せ
ら
れ
、
ま
さ
に
「
絆
」
そ
し
て
「
支
え
る
」

と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
で
し
た
。

　

人
と
人
を
つ
な
ぐ
、
地
域
と
地
域
を
つ
な
ぐ
、
企

業
と
企
業
を
つ
な
ぐ
、市
町
村
と
国
や
県
を
つ
な
ぐ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
内
外
を
つ
な
ぐ
等
、
大
な
り

小
な
り
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
で
「
支
え
る
」
こ
と
の
実

態
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ
に
復
興
へ
の
光
が
さ
し
て
く

る
も
の
と
思
い
ま
す
。「
つ
な
ぐ
」行
為
を
重
ね
あ
い
、

そ
し
て
自
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
産
業
の

再
生
を
は
た
す
。「
希
望
」
は
そ
こ
か
ら
生
じ
、「
希

望
」
を
持
っ
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
復

興
に
向
け
て
の
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

震
災
か
ら
４
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。「
大
洗
町

は
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
復
旧
し
た
。」
と
県
内
外
か

ら
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
皆
さ
ん

が
こ
の
町
を
想
う
「
愛
郷
心
」
と
「
希
望
」
に
燃
え
、

「
早
く
元
ど
お
り
に
し
な
き
ゃ
い
か
ん
。」
と
い
う
想

い
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
結
果
で
す
。

　

７
月
16
日
は
海
開
き
で
す
。
津
波
避
難
誘
導
な
ど

の
安
全
対
策
を
充
分
に
図
り
な
が
ら
、
海
水
浴
場
を

開
設
し
ま
す
。
大
勢
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
く

た
め
に
、
観
光
大
洗
と
し
て
、
水
産
物
、
農
産
物
の

安
全
安
心
を
首
都
圏
や
群
馬
、
栃
木
の
皆
さ
ん
に
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
関
係
団
体
を
含
め
て
「
観
光

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
猛
暑
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民

一
人
ひ
と
り
が
「
愛
郷
心
」
に
燃
え
て
、
町
を
元
気

に
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
、
そ
の
暑
さ

を
さ
ら
に
み
ん
な
で
熱
く
燃
え
上
が
ら
せ
て
、
完
全

復
興
を
果
た
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
期
待
を
し
て
お

り
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

　

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
を
築
く
た
め
、
７
月

を
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
強
調
月
間
と
し
て
、

全
国
的
な
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

　

大
洗
町
で
は
、今
年
も「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進

委
員
会
」
が
中
心
と
な
り
、

大
洗
駅
な
ど
街
頭
で
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布
を
行

い
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
に
向
け
た

啓
発
活
動
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間

運
動
」
強
調
月
間

【 

今
年
の
行
動
目
標 

】

① 

犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
た
ち
の
立
ち
直
り

を
支
え
よ
う

② 

犯
罪
や
非
行
に
陥
ら

な
い
よ
う
地
域
社
会

で
支
え
よ
う

③ 

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い

て
、
地
域
社
会
の
理

解
が
も
っ
と
広
ま
る

よ
う
協
力
し
よ
う

大洗町保護司会会長加部東正廣さん（右）から
法務大臣メッセージを受ける小谷町長
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まちのできごと　クローズアップ

　震災の被災者を元気づけようと、北茨城―神栖間の約
150キロを全28区間に分けて走る駅伝「タスキでつな
ぐ！がんばっぺ茨城！」が６月11日、北茨城からスター
トしました。
　駅伝は、11日、12日の２日間行われ、初日のゴール
となった大洗町役場では大勢の方々がランナーに声援を送
りました。参加したランナーは、「みんなでタスキをつなぎ、
絆を確認したい。」また、「茨城を元気にしたい。」と語り、
最終ゴールの神栖市まで心の絆のタスキをつなぎました。

「タスキでつなぐ絆」復興支援駅伝スタート！

　震災の影響により、東京―苫小牧間で代替え運航して
いた「カーフェリーさんふらわあ」が６月６日に大洗港に
帰ってきました。６月15日には大洗―北海道苫小牧間
の定期フェリーの再就航を祝う歓迎セレモニー「おかえ
りなさい　さんふらわあ」が大洗港第３埠頭で開催され、
大洗高校マーチングバンド部がドリル演奏を披露して乗
船客らを歓迎しました。特設ステージでは小谷町長が町
の復興を乗客にＰＲし、その後、フェリーの古崎船長に
ポートフレンズ大洗の成田さんから花束が贈られました。

「カーフェリーさんふらわあ」の再就航祝う

　東日本大震災の津波の被害に遭った大洗かもめ保育園は、６
月10日、地震発生の午後２時46分に合わせて、地震と津波
を想定した避難訓練を行いました。
　訓練には約120人の園児と保育士、職員、消防士、地元消
防団ら総勢150人余りが参加しました。一時避難所の旧交番
跡地を経由し避難所の磯浜小学校に避難しました。地震発生か
ら約30分で磯浜小学校に到着。江橋園長は、「日頃からの心
構えが大切。安全対策を万全にしていきたい。」と話しました。

大洗かもめ保育園　津波を想定し避難訓練

　大洗町サッカースポーツ少年団の卒団式が、６月18日
に開催されました。コーチ・保護者・後輩たちに見守られ
ながら、今までの大切な思いを胸に２名の卒団生が元気に
羽ばたきました。
　大洗町サッカースポーツ少年団は、技術向上だけではな
く、何事も最後まで諦めない強い心、指導者、家族への感
謝の気持ち、チームメイトを思いやる優しい心を育てるこ
とをモットーに活動していきます。

大洗町サッカースポ少２名が元気に卒団！
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池田　麻
あさ

美
み
ちゃん

（大貫町　平成22年７月生まれ）
お父さん　吉教さん　　　　お母さん　智美さん
「いつもニコニコ笑顔で元気いっぱいです。」

松山　健
けん

人
と
くん

（桜道 　平成23年２月生まれ）
お父さん　俊之さん　　　お母さん　朋子さん
「我が家の大切な宝物です。すくすく元気に育ってね。」

「うちのペット自慢」「うちのペット自慢」

～自慢のペット写真募集中！～～自慢のペット写真募集中！～
【申込方法】直接又は郵送、電子メールにより
必要事項を記載し、下記までお申込みください。
【必要事項】
①飼い主さんのお名前、住所、連絡先
②ペットの名前、種別、性別、年齢
③紹介コメント（50字程度）
【注意事項】
・写真は１枚のみ
・ 画質、サイズはこちらで調整させていただきます
ので、あらかじめご了承ください。
申込み・問合せ
住　所／〒311-1392
　　　　大洗町磯浜町6881-275
　　　　大洗町役場 町長公室 広報係
TEL／ 029（267）5111（内線212）
E-mail：koushitsu@town.oarai.ibaraki.jp

磯浜町・雄大☆美加さん宅のマリン
（チワワ・オス・１才半）

「 ボクの名前はマリン。名前の由来は海が好きだから。
とてもおりこうで、みんなのアイドル犬だよ。」

　

大
洗
磯い

そ
さ
き前
神
社
の
八
朔
祭
は
、
古
く
は
鹿
島
神
宮
（
現
鹿
嶋
市
）
の
祠し

官か
ん

が
来
て
祭
っ
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
大
洗
磯
前
神
社

の
末
社
の
う
ち
宮
ヶ
崎
村
と
網あ

掛が
け
む
ら村

（
と
も
に
現
茨
城
町
）
の
両
鹿か

島し
ま

神じ
ん
じ
ゃ社
の
祠
官
（
両
代だ

い
か
ん官
）
が
来
て
祭
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
大
貫
村
と
夏
海

村
の
境
あ
た
り
の
塩
見
塚
で
馬
を
下
り
て
休
み
、
磯
浜
村
の
街
が
年
番
で

酒
を
振
舞
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
浜
辺
を
馬
で
駆
け
て
曲
松
に
入
り
、
長ち

ょ
う

太だ

夫ゆ
う

馬
あ
る
い
は
平へ

い

太だ

夫ゆ
う

馬
と
呼
ば
れ
た
祠
官
が
笹さ

さ
だ
け竹

で
支
え
た
注し

め
な
わ連

に

剣
を
払
っ
て
そ
の
年
の
吉
凶
を
占
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
山
側
に
倒
れ

た
笹
竹
は
民
衆
が
奪
お
う
と
競
い
合
い
、
海
側
に
倒
れ
た
笹
竹
は
金
沢
町

の
若
衆
に
守
ら
れ
て
船
主
の
彦
介
宅
へ
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
大
凶
作
の

天て
ん
ぽ
う保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
と
き
は
、
馬
が
急
に
暴
れ
出
し
て
剣
を
払
う

祠
官
が
落
馬
し
、
気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
た
人
々
は
、

大
い
に
驚
き
逃
げ
ま
ど
い
ま
し
た
が
、
突
然
、
大
洗
磯
前
神
社
の
背
後
か

ら
黒
色
の
霊
が
飛
び
上
が
り
、
直
後
に
祠
官
の
意
識
が
戻
っ
て
神
事
は
無

事
に
執
り
行
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
（「
磯
浜
誌
」）。

　

注
連
の
剣
を
払
っ
た
祠
官
た
ち
は
、騎
馬
で
大
洗
磯
前
神
社
へ
向
か
い
、

神
殿
北
の
壇
場
で
神
事
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
青す

襖お
う

を
着
た
祠
官
（
政ま

ん
ど
こ
ろ所
）
は
、

持
参
し
た
盾た

て

（
鬼お

に
い
た板
）
を
三
回
・
五
回
・

七
回
と
翻

ひ
る
が
え

し
、
三
度
勝
ど
き
を
あ
げ
、

矛
と
鬼
板
を
坎か

ん

太だ

夫ゆ
う

と
い
う
人
が
掘
っ

た
一い

っ
け
つ坎（
穴
）に
鎮
め
て
、海か

い
だ
い
ね
い
ひ
つ

内
寧
謐（
天

下
・
国
家
が
お
だ
や
か
で
安
定
す
る
こ

と
）
を
祈
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
も
う
一

度
勝
ど
き
を
あ
げ
て
神
事
を
終
え
、
神

殿
に
所
願
成
就
を
告
げ
た
あ
と
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。

（
大
洗
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　

郡
司　

丈
児
）

八
朔
祭
の
歴
史　

２

江
戸
時
代
の
八
朔
神
事

大
洗
町
の
歴
史
を
見
つ
め
てて
52

昭和初期の馬に乗った祠官（大久保英雄氏撮影）
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おおあらい俳壇 ●加藤宗一選

空
青
し
少
し
の
風
に
散
る
辛こ

ぶ
し夷

薄
暗
き
緑
の
杜
に
つ
つ
じ
咲
く

東
光
台　

田
中　

勝
枝

夜
桜
や
ぼ
ん
ぼ
り
明
か
り
夜
の
闇

散
歩
道
学
校
の
土
手
よ
も
ぎ
摘
む

金
沢
町　

小
野
瀬　

き
よ

次
々
に
地
震
の
襲
う
春
の
暮

日
々
咲
い
て
元
気
を
く
れ
る
桜
花

東
光
台　

大
谷　

義
治

暗
闇
に
大
き
く
開
く
月
下
美
人

酒
少
し
月
下
美
人
と
共
に
酔
ふ

新
町　

加
藤　

か
よ

あ
さ
が
お
の
め
が
で
て
き
た
よ
ど
ん
な
い
ろ

五
歳　

な
か
や
ま　

あ
か
ね

た
の
し
い
な
さ
く
ら
さ
い
た
ら
ニ
ね
ん
せ
い

磯
小
二
年　

角
田　

咲

風
り
ん
の
き
れ
い
な
音
が
す
ず
し
い
な磯

小
三
年　

石
井　

綾
佳

あ
つ
い
中
は
や
く
た
べ
た
い
か
き
氷

磯
小
四
年　

小
谷　

亮
人

夏
の
海
き
れ
い
な
波
と
音
が
す
る

磯
小
四
年　

磯
崎　

拓
巳

選
者
の
句

人
の
世
の
は
か
な
き
世
界
桜
咲
く

被
災
し
て
出
漁
な
ら
ず
走
り
梅
雨

雨
に
遇
ひ
牡
丹
の
誇
り
終
り
け
り

復
興
に
人
生
さ
さ
げ
ん
雑
木
の
芽

落
椿
重
な
り
て
な
ほ
焔
噴ふ

く

著し
ゃ

莪が

の
花
古こ

刹さ
つ

の
隅
々
照
し
け
り

大
洗
大
使　

さ
い
た
ま
市　

稲
葉　

峻
山

ひ
さ
か
た
の
露
地
裏
歩
み
春
惜
む

余
震
来
る
度
に
怯お

び

え
る
春
寒
し

明
神
町　

小
松
崎　

美
代

〔
評
〕
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
平
成
二
十
三
年
三
月

十
一
日
、
あ
ま
り
に
も
東
日
本
の
人
々
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き

い
。
そ
し
て
後
か
ら
後
か
ら
続
く
余
震
。
何
時
自
分
の
生
命
が

絶
た
れ
る
か
判
ら
な
い
不
安
と
恐
れ
、
特
に
女
性
に
と
っ
て
は

怯
え
る
毎
日
で
あ
っ
た
。
東
北
に
は
雪
が
降
り
、
春
と
は
名
の

み
、
寒
さ
が
身
に
し
み
る
。

津
波
あ
と
砂
塵
ま
ひ
く
る
春
嵐

家
康
の
廟

び
ょ
う
輝
や
か
に
新
樹
光

新
町　

岸
和
田
和
子

〔
評
〕
家
康
の
廟
と
い
う
か
ら
、
日
光
の
東
照
宮
で
あ
ろ
う
。

今
年
は
特
に
奥
の
院
墓
所
ま
で
、拝
観
が
出
来
た
よ
う
で
あ
る
。

陽
明
門
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
廟
の
周
り
は
、
新
樹
が
陽
を
う

け
て
輝
き
、
自
然
の
営
み
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

雨
音
の
先
ず
青
葉
よ
り
は
じ
ま
り
し

風
薫
る
朝
の
点
呼
の
消
防
署

髭
釜　

川
崎　

京
子

〔
評
〕
た
ま
た
ま
通
り
が
か
っ
た
情
景
で
あ
ろ
う
か
。
消
防
署

で
は
、
朝
の
点
呼
が
き
び
き
び
行
わ
れ
て
い
た
。
初
夏
の
南
風

が
ゆ
る
や
か
に
吹
き
、
す
が
す
が
し
い
朝
で
あ
っ
た
。

風
評
下
吾
れ
黙
々
と
耕
せ
り

隠
し
田
の
水
面
に
映
る
花
水
木

金
沢
町　

猿
田　

俊
子

春
寒
し
地な

え震
鎮し

ず

も
る
を
祈
る
の
み

暮
れ
な
ず
む
天
に
大
虹
立
ち
に
け
り

角
一　

鈴
木　

さ
た

ぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリー

いんげんまめ
はやくおおきくな～れ！！

ひじり保育園　さくら組ひじり保育園　さくら組
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　水族館の人気プログラム、イルカ・アシカオーシャ
ンライブ。７～８月は、「サマーバージョン」として、
通常とは違った内容でお送りします。皆様にお楽しみ
いただけるよう、季節ごとにストーリーや衣装、舞台
装飾を変更するのですが、実はこれがアシカたちに
とっては悩みの種。というのも、観察力の鋭い彼ら
は、普段と違ったものがあると、警戒して落ち着かな
くなってしまう事があるのです。
　忘れられないのは去年のハロウィン。僕が初めてカ
ボチャのお化けの帽子をかぶってナッツの練習を始め
ようとすると、僕の顔とカボチャの顔を見比べるよう
に、眼をキョロキョロと上へ下へ…。どうやらカボチャ
のお化けは、アシカから見ても十分に「顔」と認識できるようです。
　今年の夏のテーマは「ジャングル」。トレーナーと動物たちの練習の成果を、
ぜひご覧ください。

「夏ライブよろしくな、ナッツ！」

オーシャンライブの舞台裏（アシカの場合）オーシャンライブの舞台裏（アシカの場合）

アシカトレーナーの独り言アシカトレーナーの独り言アシカトレーナーの独り言アシカトレーナーの独り言アシカトレーナーの独り言アシカトレーナーの独り言
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熱中症に気をつけましょう。熱中症に気をつけましょう。
　東日本大震災の影響
で、電力不足と言われ
ており、皆様には“節電”
にご協力いただいてい
るところかと思います。

　しかし、熱中症での死亡者が約1600人という
昨年の記録的猛暑に引き続き、今年も平年よりは
暑くなりそうという気象庁の予報も出ています。
節電も大切ですが、熱中症で体調をくずすことが
ないように上手にこの夏乗り切っていきましょう。

　～節電の夏の熱中症予防のために～
日本生気象学会　緊急提言より

（１） 真夏になる前から暑さに強い身体を作ろう
（２） こまめに水分と塩分の補給を、のどが渇

く前に補給するのがポイント
（３） 屋内は軽装、逆に屋外では皮膚の露出を

抑え日傘や帽子で日射対策を
（４） 首や頭に水でぬらしたスカーフや冷却グッ

ズを上手に使いましょう
（５） よしずやすだれ、緑のカーテンや打ち水

で住まいも対策を

（６） 外出時では日陰に入るなど注意しましょう

　熱中症が危険なのは、自分ではちょっと体調
が悪い、少し気持ちが悪い程度と思っている間
に、症状が進んでしまうこともあります。
　熱中症かも？と思うことがある場合は、でき
ることから対処してみましょう。
（１） 涼しい木陰やクーラーの効いた室内へ移

動する。
（２）衣服をゆるめて休む。
（３） 身体を氷や水でぬらしたタオルで冷やす。
（４） 水分（スポーツドリンクなど）を、少し

づつでも補給しましょう。
　それでも、改善しないようなら早めの病院受
診をおすすめします。

※ 熱中症とは、高温多湿な環境において体内の
水分、塩分のバランスが崩れ、発汗機構や循
環系に異常をきたして、体温上昇・めまい・
筋肉痛・頭痛・気分の不快・吐き気・嘔吐・
倦怠感などがみられ、生命の危険を伴うこと
もある。


